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今号のトピックス
♢巻頭言　
♢臨床の現場から 
♢地域医療連携室長就任の挨拶
♢出張、おでかけ松山市民病院ﾐｰﾃｨﾝグ
♢日本IVR学会総会優秀賞受賞
♢リハビリ step by step
♢ボランティア「白鷺」通信
♢連携医療機関の紹介
♢応援するぞ ！ 二刀流医師

♢お知らせ
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Vol .  47連携医療機関の紹介 当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 　： 松山市余戸西3-12-20
電話番号 ： 089-965-0005
診療科 　：麻酔科、ペインクリニック、リハビリテーション科、
　　　　   東洋医学
休診日　 ：日曜日、祝日、木・土曜日午後

患者さんの何気ないお話やライフスタイルが、治療のヒン
トになることもあるので、気になる症状があれば、何でもご
相談いただければと思います。
　松山市民病院は、以前勉強会に参加させていただき、整
形外科の講演に感銘を受
け、連携をする機会が増え
たように思います。紹介患
者さんへの対応がとても
速く、いつも快くお受けい
ただき大変感謝していま
す。
　今後ともよろしくお願い
いたします。

　当院は2006年、痛み治療専門のクリニックとして松山市余戸
西に開業いたしました。当時、県内にペインクリニックが少な
かったこともあり、痛みに悩む多くの患者さんの力になれるよ
う、クリニックでの診療を始めました。
　現在は、痛み治療はもちろんのこと、美容医療として光治療
（光治療および光脱毛）、美容点滴等も行っております。患者さ

んが体の中と外から
美しくなることによっ
て、精神的・肉体的に
若々しくなり、より充
実した毎日を過ごせ
るようにサポートした
いと思っております。
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  アフターコロナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副院長　田中 良憲

2023 年 5 月 8日、新型コロナウィ
ルスの位置づけが感染症法上の 5
類（季節性インフルエンザと同じ）
に移行しましたが、街中の人々は未
だに多くの方がマスクを着用してい
ます。しかし各種制限も撤廃され街
中の賑わいがかなり戻ってきました。
　その一方、コロナ陽性患者さんの
入院は続いており、病院内でのマス
ク着用は必須となっています。職員
の感染も散発しております。これま
で毎日ニュースに流れていたコロナ
の感染者数・死亡数が発表されなく
なりましたが、今後も状況を見なが
ら生活していく必要があると考えま
す。

　今年はここ数年自粛されていたイ
ベントも開催され、松山でも花火大
会が行われるようです。院内ではし
ばらく行われていなかった歓送迎会
が、各部署で行われるようになって
きております。私自身も先日医師の

歓迎会に久しぶりに参加しました
が、職場とは違った先生方の一面
を感じることができ有意義であった
と思います。
　内科専門医取得のために必要と
されていた、JMECC講習（内科救急・
ICLS 講習会）もやっと開催を検討
出来る状況になりました。当院も、
地域連携を通じた再活性化を図る
べく、「出張、おでかけ松山市民病
院ミーティング」を開始いたしまし
た。今年は病診連携の会も再開し、
顔の見える連携を行えるようになれ
ばと考えております。また、院内ボ
ランティアの活動も本格的に再開
し、河原アイペットワールド専門学
校の皆さんのご協力のもと、中庭テ
ラスにてイベントを行うことができ
ました。
　今後は、コロナ病棟を運営する
ために閉鎖していた病棟の再開、
働き方改革、機能評価などやるべ
き事が山積みになっております。

撮影：保育管理課 /中川 沙織（久万高原町 四国カルスト）

　人類が二足歩行を開始してから
最初の戦いが拳闘であったことは
多くの古代文明の遺跡で証が残さ
れている。
　殴り合いは、原始的な力の誇示
であり、野蛮な行為で平和の対極
である。
　幼い頃、大人気だったボクシン
グ中継の TV 画面に没頭し、何故
だか自然と贔屓のボクサーと一緒
に身体を動かしたものだ。顔を腫
らし膝をぐらつかせながらも、相
手に立ち向かう姿に胸を熱くした。
ゴングが打ち鳴らされた時には大
きな声援と拍手喝采を送った。

　しかしながら、コロナのおかげ
で良くなったこともあります。その
一つが WEB での学会や講演会の
参加などが可能になったことです。
　今まで参加できなかった学会に
も参加することができ、非常に勉
強になったと感じています。その
一方で、今年の 4 月に久しぶりに
全国学会に出席しましたが、実際
の会場で講演を聴く事の良さを感
じることが出来ました。今後は両方
の良いところを吸収できればと思っ
ております。

　人々の動きが戻ったためか、イ
ンフルエンザ等の感染症も流行し
ております。また、新型コロナの
再流行の可能性もあり、先行きは
不透明なところもあります。光熱費
など物価上昇も続いており、病院
を取り巻く環境は厳しいものとなっ
ておりますが、職員一同乗り越えて
いけたらと考えております。

マイナンバーカードが保険証として利用できます。

食堂再開しました
　5月 15日より当院をご利用の方に限り、一般食堂
を再開しました。当店では、長年ご愛顧いただいて
おります自慢の鍋焼きうどんなどの定番メニューや、
その日の食材によりメニューが変わる気まぐれランチ
をご用意しております。特に気まぐれランチのチキン
南蛮や天丼は、職員にも
人気のメニューです。
　皆様にも味わっていた
だきたく、食堂スタッフ
一同ご利用をお待ちして
おります！

　当院では、2023 年 4月 18日より、オンライン資格
確認の運用を開始しました。オンライン資格確認とは、
マイナンバーカードをカードリーダーにかざすことで、
健康保険証として利用できるものです。
　マイナンバーカードをお持ちの方は、窓口で保険
証を提示しなくても、院内に設置しているカードリー
ダー (1 階総合受付カウンターに 1 台設置）を利用す
ることで保険の資格確認がスムーズにできます。
　6月 12日現在、初診、再診合わせて１日平均 15 人
程度の患者さんにご利用いただいております。

　本年 3月まで当院眼科に勤務していた
大川悠真医師が、現役プロボクサーとし
て活躍している。
　日頃のロードワークや厳しいトレーニ
ングに加え、試合前には 10 ㎏もの減量
で闘争本能を究極まで追い込む、常人
にはマネできない所業である。
　プロ転向後 2 勝を挙げ、現在 B 級ラ
イセンス取得を目指している。
　けがなどの心配をものともせず、礼節
をもち強い意志で拳闘に取り組んでいる
我らが二刀流 “ ボクサー ” を、皆さんと
一緒に応援したい！
　松山市民病院も協賛スポンサーです。

参照Web: https://www.boxingtimeline.com/okawa-yuma/
敬意を込め、彼をモデルに切り影作品『拳込め！』・『礼』を
創作した。　　　　　（切り影・文 / 心臓血管外科：森田照正）

大川医師
森田医師
   （筆者）

切り影『拳込め！』を贈呈
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